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《アマチュア》

10月14日（土）～15日（日）

10月20日（金）～22日（日）

10月20日（金）～22日（日）

10月21日（土）～22日（日）

10月27日（金）～29日（日）

《プロ・オープン》

10月13日（金）～14日（日）

10月18日（水）

10月20日（金）～22日（日）

11月2日（木）～5日（日）

ＡBBF第50回全国実業団選手権

ＪBC第14回東日本シニア選手権

JBC 第14回西日本シニア選手権

NBF第48回全日本オーバー70ダブルスフェスティバル

JBC第56回全日本新人選手権

ラウンドワンGCB2023 JPBA決勝大会

第30回千葉オープンアニバーサリーT/M

コカ・コーラカップ　2023千葉オープン

第45回STORMジャパンオープン

開催日   大会名　　 　　  開催センター

稲沢グランドボウル（愛知）

山形ファミリーボウル（山形）　

マグスミノエ（大阪）

ボウルアロー松原店（大阪）

フジ取手ボウル（茨城）

ラウンドワン堺中央環状店（大阪）

北小金ボウル（千葉）

アイキョーボウル（千葉）

稲沢グランドボウル（愛知）

▲大会後、参加者は1年後の再会を約して記念写真に収まった

▲会場のダンコーエンボウルは現在も
手書きのスコアシートを使用。レトロな
気分でプレーが楽しめる（写真は伊豆・
伊東観光ガイドのHPより）

▲感謝状を贈呈したBPAJ黒田副会長を囲んで（左から）木村アナ、大泉さん、STV
大家彩香、油野純帆両アナの「チーム1×8」が記念撮影（番組収録は8月28日、綜
合レジャーサンコーボウルにて／写真提供：黒田信幸）

▲大会初Vを喜ぶ（左から）野村、角鹿、團の3選手（ⒸNBF）

札幌テレビの人気バラエティ番組『1×８いこうよ！』に
日本ボウリング場協会がサプライズで感謝状を贈呈！
札幌テレビの人気バラエティ番組『1×８いこうよ！』に
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札幌テレビ放送局（STV）制
作の『1×8（いっぱち）いこう
よ！』（毎週日曜16：55～17：
25）は、北海道出身の俳優・大
泉洋さんと木村洋二アナ（STV
ラジオ）の“YOYO’S”が多種多
様な企画にチャレンジする人気

バラエティ番組。2000年1月
の放送開始以来、ボウリング関
連の企画も毎年多数取り上げら
れており、9月24日の放送か
らは「1×8エンジョイ！ボウリ
ング」と題したシリーズの第6
弾がスタートした。同シリーズ

は5週にわたって放送される。
24日の放送には(公社)日本
ボウリング場協会（BPAJ）の黒
田信幸副会長（厚別パークボウ
ル代表取締役社長）が登場！　
同番組にBPAJからの「マスコ
ミ功労感謝状」を贈呈するとい
うサプライズに、大泉さんをは
じめとするチーム1×8の面々
は大喜びだった。
なお、同番組はhuluやTVer
などのビデオ・オン・デマンド
でも視聴可能なほか、無料チャ
ンネルのBS松竹東急（260ch）
でも月～金曜の23：00～23：
30に16年のレギュラー放送回
から順次放送されている（リ
ピート放送もあり）ので、道外
のボウリングファンもぜひ一度
ご笑覧ください。

令和5年度全国長寿ボウラー番付
番付入り延べ人数は1万818人に

静岡県ボウリングフェスティバル
第46回大会から競技だけの参加も可能に

本紙9月号3面「第47回全日本高校ボウリング選手権」の記事中、タイトルとリード文に選手表記の誤りが
ありました。女子優勝者の氏名は「濱﨑りおん選手」ではなく「濱﨑りりあ選手」です。ご本人及び関係者・読
者の皆様に深くお詫び申し上げますとともに、謹んで訂正いたします。　　　　　　　　　            （編集室）

関西学生ボウリング協議会主
催の「第44回関西学生オープン
ボウリング競技大会」が9月17
日、大阪府豊中市の神崎川ダイ

ドーボウルにて開催された。
同大会は関西学連の現役・
OBが年に一度、ボウリングを
通じて交流する、いわば「関西

学連大同窓会」で、今回は現役
63名、OB53名の計116名が
参加。男女シングルス戦（3Ｇ）
及び男女混合5人チーム戦
（5×3Ｇ）を通じて親睦を深め
た。
ちなみに、男子シングルス戦

は京都産業大OBの堤祐樹さん
が745、同女子は同志社大
現役の戸塚知菜選手が712
のスコアでそれぞれ優勝。
チーム戦でのスコアを加え
た計6Ｇの個人総合は、男
子が日比正裕さん（京都産
業大OB）が1425、女子は
前出の戸塚選手が1412で
制している。

毎年恒例の「全国長寿ボウ
ラー番付」令和5年度の集計が
完了し、9月1日に発表された。
今年度は80歳以上の「男性
編」が、最高齢99歳の阿部義定
さん（愛媛・保内ボウル）ら4名
を筆頭に4056名（前年比＋
111）、75歳以上の「女性編」
は同99歳の阿部幸子さん（東
京・荻窪ボウル）をはじめ
5308名（同＋189）、合計年

齢150歳以上の「夫婦編」では、
同187歳の西村久男・久子夫妻
（山形・ヤマコーボウル）以下
727組・1454名（同＋20）が
番付入り。延べ人数は昨年度よ
り320名増の1万818人に達
した。
なお今年度は原則、場協会加
盟センターでのポスター掲示は
行われないため、BPAJのホー
ムページにてご閲覧ください。
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   第50回全日本トリオフェスティバル

角鹿・野村・團チームが初優勝！

《お詫びと訂正》

日本ボウラーズ連盟（NBF／
白石雅俊理事長）主催の「第50
回全日本トリオボウリングフェ
スティバル」が9月16・17の両
日、愛知県稲沢市の稲沢グラン
ドボウルに29の都道府県連か
ら156チームが参加して開催
された。
競技は男女混合の3人チーム

戦（H/Cあり）で、予選（3×9
Ｇ）は3シフト各4ブロック、計
12ブロックに分かれて投球し、
各ブロックの上位4チーム、計
48チームを決勝トーナメント
（各3×1Ｇ）に選出。各シフト
ごとに1～4回戦を行い、勝ち

残ったチームが決勝の巴戦で覇
を競った。
その結果、福井・WAVE40
支部の角鹿拓哉・野村拓哉・團
恒一チームが672（H/C80）の
スコアで初優勝。同チームは一
昨年の第48回大会で予選落ち
を経験しており、2年越しのリ
ベンジとなった。地元・スポル
ト名古屋の高橋栄子・佐野玲
子・築山道代チームが630（同
102）で準優勝、3チーム中最
少ハンデ23の川瀬竜彦・井上
宗一郎・能松真也チーム（東京
ポートボウル支部）が5ピン差
の625で第3位だった。

初春恒例「静岡県ボウリング
フェスティバル」（主催：静岡県
ボウリング場協会）の第46回大
会が2024年1月13・14の両
日、伊東市のダンコーエンボウ
ルで開催される。同フェスティ
バルはアマチュアボウラーの男
女混合3人チーム戦（H/C制／

3×6Ｇ）で、前回までは初日夜
の新年懇親会がセットになって
いたが、今回から競技だけの参
加も可能になった。
競技参加費は1人6000円、

チーム1万8000円（税込）で、
現在出場チームを募集中（県外
からの参加も可）。申し込み及

び詳細のお問い合わせはダン
コーエンボウル（℡0557・
37・1512）まで。
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